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研究要旨 
2012年から 2014年にかけて長野県全県において蚊相の調査を行ってきた．本報告ではヒ
トスジシマカに注目して，長野県内における水平分布と垂直分布について報告する．成虫

を対象とした調査では，全 72地点（のべ 82回；緯度は北緯 35度 30分 21.24秒～36度 55
分 28.23秒の範囲，標高は 317 m～1534 mの範囲）で，CDCトラップを設置した．幼虫を
対象とした調査では，全 54地点から 128ポイントからサンプルを得た．神社，仏閣を中心
に墓石の花立てや石盤，線香立てなどに溜まった小水域から生きた幼虫をピペットにより

採集した．その結果，全体で 139個体のヒトスジシマカ成虫が CDCトラップで捕獲され，
全蚊の 23.4%を占めた．また，本種の長野県内における平均捕獲数は，1.7 個体/トラップ/
日であった．本種は，北は飯山市から南は飯田市まで，全県にわたって分布していた．調

査地最北端の木島平村(北緯 36度 51分 59.35秒)からも 4個体/トラップ/日の捕獲があった．
特に飯田市，上田市は平均捕獲数が多かった．一方，軽井沢町，上高地，菅平高原，上田

市真田地区など，標高が 800 m を超える地域では，成虫も幼虫も捕獲されなかった．白馬
村，大町市，東御市，諏訪市，岡谷市では，極めて成虫の捕獲数が少なかった．これらの

地域においては，今後，モニタリング調査が必要であると思われる． 

 
A. 研究目的 
長野県内における蚊科についての調査報

告は，これまでに町田・古越（1951），上村
（1968），Oguma and Kanda（1977），内川
（1977），Kurihara et al.（2000），白井ら
（2002），平林（2012），平林ら（2013），武
田ら（2012，2013）によるものがある．町
田・古越（1951）は長野市において，Oguma 
and Kanda（1977），武田ら（2012）は軽井
沢町において調査を行った結果の報告であ

る．いずれの報告でも，ヒトスジシマカの

捕獲報告は無い．上村（1968）は，県内の
詳しい地域は記載していないが，長野県内

において，ヒトスジシマカ Aedes albopictus
の捕獲を報告している．また，Kurihara et al.
（2000）は，長野市，松本市，上田市にお
いて，ヒトスジシマカの大量捕獲を報告し

ている．近年，平林（2012）によって上田
市，平林ら（2013）によって長野市，武田
ら（2013）によって南箕輪村，伊那市，宮
田村，駒ヶ根市，飯田市において，永井ら

（2013）によって諏訪市，岡谷市，松本市
において，ヒトスジシマカの捕獲を報告し

ている．また，武田ら（2014a, b）により，
長野県北部地域においてもヒトスジシマカ

の生息・定着が確認され，冬期積雪の多い
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場所でも分布することが明らかとなった． 
そこで，本研究では，2012 年から 2014
年にかけて長野県全県において蚊相の調査

を行ってきた結果を基に，内陸性気候地域

の蚊相の分布の特徴を明らかにすることを

目的として，本報告ではヒトスジシマカに

注目して報告するこことした． 
 
B. 研究方法 
1. 調査地点と調査期間 
調査は 2012年 8月（軽井沢町），9月（上
田市，長野市），2013年 7月，8月（松本市，
諏訪市・岡谷市），9月（伊那市，南箕輪村，
駒ヶ根市，宮田村，飯田市），2014 年 8 月
（白馬町，大町市，上高地），9月（信濃町，
飯山市，木島平村，野沢温泉町，東御市，

菅平，真田）で行った．成虫を対象とした

調査では，これまでに 72地点のべ 82回（緯
度は北緯 35 度 30 分 21.24 秒～36 度 55 分
28.23秒の範囲，標高は 317 m～1534 mの範
囲），CDC トラップを設置した．また，幼
虫を対象とした調査では，全 54 地点，128
ポイントからサンプルを得た．神社，仏閣

を中心に墓石の花立てや石盤，線香立てな

どに溜まった小水域から生きた幼虫をピペ

ットにより採集した． 
 

2. 採集方法 
1) 成虫調査 
成虫調査は寺院や神社内において CDC
トラップを設置して行った．CDCトラップ
は，地上約 1.5 m の場所に設置し，ドライ
アイス（1 kg）を誘引源として用いた．多
くの蚊類の飛翔時間である薄暮れ時（津田，

2007）に間に合うように設置し，翌日，サ
ンプルを回収して実験室に持ち帰り，冷凍

殺虫した．さらに，CDCトラップ設置時に
捕虫網によるスィーピング調査も併せて行

った．その後，実体顕微鏡下で種類を分類

し，種類毎にスクリュー管に入れて 70%ア
ルコールで固定し保存した． 
2) 幼虫調査 

幼虫調査は，寺院においては，花立てや

線香立て，石の蹲といった小水域，古タイ

ヤに溜まった水などで行った．10mL駒込ピ
ペットの先端の直径が 7～8 ミリになるよ
うに削って加工したものを用いて，幼虫ご

と小水域の水を吸い上げ，一定時間（約 5
分）内に採集したものを 50 mLポリビンに
入れて実験室に持ち帰った．サンプルは恒

温室（23℃，12 時間点灯 12 時間消灯）に
て飼育し，羽化させてから吸虫管で成虫を

回収した．吸虫管に入った個体をクロロホ

ルム（CHCl3）で処理した後，マイクロチュ

ーブに入れ，速やかに冷凍殺虫した．その

後，冷凍殺虫した成虫を実態顕微鏡下で分

類し，70%エタノールで固定した．成虫，
ならびに幼虫の分類には，Tanaka et al. 
（1979）の検索表を用いた．本研究におい
ては，アカイエカ  Culex (Culex) pipiens 
pallens とチカイエカ  Culex pipiens form 
molestus を区別はせずに，アカイエカ群
Culex pipiens Complex として扱った． 
 
C. 結果 

CDCトラップでは 2012年から 2014年ま
での 3年間に，595個体の蚊類が捕獲され，
長野県内全体における CDC トラップの平
均捕獲数は 7.3 個体/トラップ/日であった．
幼虫調査により集められた個体から羽化し

て成虫となったものは 185個体であった．   
CDCトラップで最も多く捕獲された種は
アカイエカ群で 312 個体，全体の 52.4%と
なった．また，本種の長野県内における平

均捕獲数は，3.8個体/トラップ/日であった．
一方，ヒトスジシマカの場合，全体で 139
個体の成虫が CDCトラップで捕獲され，全
蚊の 23.4%を占めた．また，本種の長野県
内における平均捕獲数は，1.7 個体/トラッ
プ /日であった．この 2 種で全体の蚊の
75.8%を占めた． 
図 1 にヒトスジシマカ成虫の県内におけ
る CDC トラップによる平均捕獲数の分布
を示した．北は飯山市から南は飯田市まで，
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全県にわたって分布している．調査地最北

端の木島平村（北緯 36 度 51 分 59.35 秒）
からも 4 個体/トラップ/日の捕獲があった．
特に飯田市，上田市は平均捕獲数が多かっ

た．一方，軽井沢町，上高地，菅平高原，

上田市真田地区など，標高が 800 mを超え
る地域では，捕獲されない．白馬村，大町

市，東御市，諏訪市，岡谷市では，極めて

捕獲数が少ない．  
幼虫調査と成虫調査の結果をあわせて示

したものが図 2である．軽井沢町，上高地，
菅平高原，上田市真田地区では，幼虫も捕

獲されていない．したがって未だ定着はし

ていないものと思われる．白馬村，大町市，

諏訪市，岡谷市では，成虫数がわずかに捕

獲されたが，幼虫は捕獲されていないため，

定着がしつつある場所ではないかと推測さ

れる．さらなる幼虫調査，成虫のモニタリ

ング調査が必要である． 
図 3 にヒトスジシマカ成虫の捕獲数と，
調査地点の標高との関係を示した．また，

標高別には飯山市本学寺 317 mから岡谷市
照光寺 789 mの範囲にかけて幅広く捕獲で
き，標高が低い地域ほど捕獲数が多い傾向

を示した．しかし，標高が 800 m以上の地
域からは成虫の捕獲はできなかった．調査

地点の緯度と捕獲数との関係を解析したが，

明確な傾向は認められなかった． 
 
D. 考察 
長野県内においては，ヒトスジシマカが

生息・定着しているところ（成虫と幼虫が

確認されている：区分 1），生息していると
ころ（成虫のみわずかに確認されている：

区分 2），生息していないところ（成虫も幼
虫も捕獲されていない：区分 3）の 3 区分
に分類できそうである．区分 1 の代表とし
て，長野，松本，上田などについては，

Kurihara et al.（2000）が報告しているよう
に，多くの成虫，幼虫が捕獲される．また，

飯田市や信濃町についても同様である．と

くに長野市は門前町であり，ヒトの居住区

とヒトスジシマカの発生源が近接している

ために，注意が必要である．一方，区分 2
の代表として，諏訪市，岡谷市，大町市，

白馬村では，年平均気温は 10℃～11℃の範
囲である．今後，気温の上昇と共に，生息

密度が高くなる可能性が示唆され，モニタ

リング調査が必要であると思われる．区分

3 の代表としては，上高地，菅平高原，軽
井沢である．いずれの地区も，年平均気温

が 5.5℃，6.7℃，8.6℃と極めて低い．本研
究で着目したヒトスジシマカは，Kobayashi 
et al.（2002）によると，年平均気温 11度以
上の地域に分布する．本研究においても，

Kobayashi et al.（2002）の報告と同様な傾向
を示した． 
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E. 結論 
1) ヒトスジシマカ成虫を対象とした調査
では，全 72 地点（のべ 82 回；緯度は北緯
35度 30分 21.24秒～36度 55分 28.23秒の範
囲，標高は 317 m～1,534 mの範囲）に CDC
トラップを設置した． 
 
2) ヒトスジシマカ幼虫を対象とした調査
では，全 54地点から 128 ポイントからサン
プルを得た． 
 
3) 全体で 139個体のヒトスジシマカ成虫が
CDCトラップで捕獲され，全蚊の 23.4%を占
めた．また，本種の長野県内における平均捕

獲数は，1.7個体/トラップ/日であった．特に
飯田市，上田市は平均捕獲数が多かった． 
 
4) 軽井沢町，上高地，菅平高原，上田市真
田地区など，標高が 800 mを超える地域では，
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幼虫も成虫も捕獲されなかった．白馬村，大

町市，東御市，諏訪市，岡谷市では，極めて

成虫の捕獲数が少なかった．これらの地域に

おいては，今後モニタリング調査が必要であ

ると思われる． 
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図１ ヒトスジシマカ成虫の平均捕獲個体数の分布
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図２ ヒトスジシマカの採集成績の概要
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図３ 捕獲された地点の標高とヒトスジシマカの捕獲数


